
５．プラスチック製容器包装

（参考）再商品化見込量、分別収集量の推移

　平成１２年度の施行後、毎年１０万トン規模で増加している。市町村が分別収集したもののほぼ全量が指定法人ルートで
再商品化されている（平成１４年度の指定法人ルートの割合は９６％）。
　未だ、実施市町村数は多くないが、着実に増加している。

【再商品化量推移】
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市町村分別収集量 101 197 283 402

市町村再商品化量 78 180 269 385

指定法人引取量 67 169 260 368

指定法人製品販売量 44 118 180 256
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【実施市町村数推移】
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分別収集市町村数 881 1,121 1,306 1,685

指定法人引取数 435 673 815 1,222
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再商品化見込量

分別収集計画量

（参考）分別収集量

（参考）指定法人引取量
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再商品化見込量 153 261 336 591 655 776 835 892

分別収集計画量 239 389 487 487 629 757 854 917

（参考）分別収集量 101 197 283

（参考）指定法人引取量 67 169 260 368
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